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〈翻 訳 〉ペ ニ ー ・スパ ー ク「20世紀 デザ イ ンと文化 再考」
中　村 茂
は じめに
　 本稿 は英 国 の著 名 なデザ イ ン史学者 で あるペ ニ ー ・スパー ク(Penny　Sparke)女史 に よる"An
Introduction　o　Design　and　Culture"(edition　2.0、　Routledge、2004)の序章"丁 脚entieth-centu-
ry　design　a d　culture　revisited"を翻 訳 した ものであ る。
　 この小 論 を ここに紹介 す るの は、 「ファ ッシ ョン ・ハ ウジ ングデザ イ ン学科」 の位置付 けや コ ンセ
プ トを探 る際 に、 デザ イ ン史、 あ るい はデザ イ ン論 の 立場 か らの本論 が重 要 な参考 資料 とな ったか
らであ る。一般 的に美術 系 学部 に設 置 され る例 の多 いデザ イ ン学科 を、 人 間科 学部 の生 活科 学系 の
学科 と して設 置す るには、 造形教 育 を中心 に専 門職能 と しての デザ イ ナー を養成す る従 来 か らのデ
ザ イ ン教 育 とは一 線 を画す 、 よ り普 遍 的 なデザ イ ン理念 が 必 要 とな った 。 この小 論 で は 「モ ダ ン」
をルー ッ とす るデザ イ ン、 あ るい はデザ イ ン観 が20世紀後 半 の 「ポス トモ ダ ン」状 況 に よっ て大 き
くその 意義 を変 質 させ られた こ とを強調 してい る。そ れ は80年代以 降 に急 激 に台頭 した カルチ ュ ラ
ル ・ス タデ ィーズ な どの新 しい社 会文化研 究 の潮流 に刺激 され 、「消 費文化」 を重 要 なコ ンテクス ト
と見 な し、 日常生 活 を舞 台 とす る 「デ ザ イ ンの意味」 に よ り注 目す るデザ イ ン研 究 の確 立 しつ つ あ
る こ とを示 してい る。英 国 を中心 とす るそ うした傾 向の背 景 と動向 の紹介 は別 の機 会 に譲 る と して、
ここで は従来 の応用 美術 的 な観 点 とは異 なる変貌 す るデザ イ ン観の一 端 を紹介 で きれ ば幸 いであ る。
著 者 のスパ ー ク女 史 には既 に最初 に挙 げ た著書 の原 版 「近代 デザ イ ン史一 二十世 紀 の デザ イ ン と文
化 」(1993)、「パ ス テ ル カ ラーの 罠一 ジ ェ ンダー の デザ イ ン史 」(2004)などの訳 書 が あ り、 また
2006年には 「ジェ ンダー とモ ダ ン ・デザ イ ン」 と題 す る国 内で の第4回 デザ イ ン史学研 究会 シ ンポ
ジウム にお け る基 調講演 も行 われ てい る。
　 なお以下 の訳文 で は重 要 な原語 を[1の 中 に示 した。
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「20世紀 デザインと文化再考」　 ペニー ・スパーク
多 分、 私 たち はデザ イ ンの政 治経 済[political　e onomy]を論 評すべ きで あ る1)。
　 この本は、1980年代初期 に私が書いた 「20世紀のデザイ ンと文化序論」のほとんど全体 を書 き改
めた ものである。意欲的に改訂 を始めた時、単に経過 した年月の出来事 を含めた新 しい節を付 け加
えれば済む というのが最初の考 えだった。 しか し、即座に私はそれが不可能な事 を思い知 った。そ
れは80年代以降のデザイ ンの世界に多 くの出来事が起 こっただけでな く、当時から以降に書かれた
大量の理論的な文献 によって、この主題 に関す る私の見通 しも全 く変化 して しまったか らである。
旧著を方向付 けていたおお よそのテーマは依然 として妥当ではあるが、それ以降の年月に大変重要
な出来事が起 こっていた。その意味で、 この新著が21世紀初頭の展望において も正当な貢献を果た
すためには、 より大幅な再構成が必要 になったのである。
　20世紀を通 じたデザインの本質的な推移の物語は、 もちろん前 回の考えから実質的には変化 して
いない。けれ ども、80年代 中期か ら現在 までに 「ポス トモ ダニズム」 という包括的な見出しの もと
に生 まれた新たな基本的研究 と知的な論争の多 くによって、特に 「消費文化[culture　of　consump-
tion]」の全般的領域に関連 して、デザイ ンの状況に対す る全 く異 なるアプローチが必要 になった。
1986年に戻 ると私は以下のように述べている。
　現代社会におけるデザイ ンは産業資本主義によって創造 され、支配されつづけているが、その体
制において、大量生産と大量消費へ の二重の結 び付 きか ら特徴付け られる。 これ らの2つ の現象 に
よってデザインの顕在化が促 されて きた と言って も良い。 ジェイナ　 /1と伺様 に、デザインは伺時
に二 つの剣面 を児 せる。大量生産 された全 での.",.の沈,黙の質 はほとん ど見週 ご され でいで も、
我々全 ての∠生活 にお げる重要 な役割 を演 じでいる。 一方、 マスメディアが指 し示すデザインの観念
ははるかに百立 っていで一・般的に も認知 されている。
　 この同じ文章は今回の研究でも依然 として正 しい。 しか し、1986年の旧著では消費におけるデザ
イ ンの重要 な役割 を認めてはいて も、今 回との違いはデザ インされたモノやイメージが消費を媒介
として社会的、文化的な領域 とも関連 し合 っていることに充分 に触れ られなかったことである。 こ
れはその ことを重要 と考えなか ったか らではない。む しろその当時は、 この関係性 の深 さを例証で
きるような研 究が少 なかったか らである。つ ま り、デザインの近代的概念は市場か らの要求によっ
て誕生 し、大量生産工業、デザイナー、そ して公的、私的部門の組織的な支持によって育て られた
のである。前 回の著作では大量生産工業、デザイナー、公的、私的な組織的支持 に関連する題材が
大半のペー ジを占めているが、市場か らの要求 によってデザインが誕生 したことを強調するような
詳 しい記述は少なかった。 とは言 ってもデザイ ンと生産、専 門的な実践の世界 との関係 は軽視 され
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るべ きではない。それは今 回の著書で もある程度は詳細 に示すだろうし、カルチ ュラル ・スタデ ィ
ーズの分野か ら拡がっている相当量の研究 でも同様である。それ無 しで は正にデザインの要素その
ものでもある複雑で矛盾 した行為を明 らかにす ることは全 くで きない。
　以上 に述べたように、モ ダニティの時代 として特徴付 けられる急激 に変化する社会が、 もしその
希望やアイデ ンティティを表現する視覚的、物質的な手段 を必要 としなければ、デザイ ンおよびデ
ザイナーは近代生活 におけるその輝か しい役割を果たす ことは無かっただろう。デザ インとデザイ
ナーは近代的な商業 システムに必須であ り、 これまでの長い間もそ うだった。生産 と消費の活動 を
通 じ、市場 に登場 し我々の 自立 を助ける視覚的、物質的イメージや製品 によって(意 識 されている
か否かにかかわ らず)人 々の必要 と欲求が満たされるのを確実にした。
　 この単純 なアイデアによって1900年以降のデザイ ンと文化の間の新 しい導入的研究の出発点が得
られた。 この本では20世紀 を、1900年か ら1939年と1940年か ら現在 までの2つ の主要 な期間に分 け
ている。 これ らの区分は広い意味で 「モ ダニティ」 と 「ポス トモダニティ」 という歴史的時代 に対
応 している(こ の推移は突然のものではな くかな りの重複があるのだが)。この本では10の章をお よ
その年代区分によって2部 に分けて物語 を展開 している。第1部 の5つ の章の始めの節 は1900年か
ら1914年まで、次の節は1925年か ら1939年までを扱っている。第2部 では続 く5つ の章の始めの節
で1940年か ら1969年まで、次の節では1970年か ら現在 までのデザインの軌跡に関する題材 を扱 って
いる。市場 におけるデザイ ンはその 「文化化[acculturisation]」に対 して非常 に根本的な役割 を果
たす と考え られるので、第1部 、第2部 の最初の章では 「消費の文化」の広範 な背景に焦点を当て
ている。 この主題に関す る多 くの文献 は1980年代以降に登場 し、百貨店、シ ョッピング、都市、ス
ペクタクル、 ジェンダー、エスニシティ、階級、嗜好、マスメディアの影響 といった広範な題材や
テーマに注 目している。 また、歴史学(宗 教 史を含 む)、社会史、美術史、装飾美術史、建築史、デ
ザイ ン史、ヴィジュアル ・カルチャー、マテリアル ・カルチ ャー、 アメリカ研究、イ タリア研究、
ジェンダー ・スタディーズ、 カルチュラル ・スタディーズ、メディア ・ス タディーズ、社会学、人
類学、社会心理学、そ して文化地理学 といった多様な分野か ら膨大 な理論的研究が拡が っている。
この広 い基盤を もつ多量の文献は明示的にせ よ、暗示 的にせ よ、デザ インを文化現象 として位置付
けている。同時に、その定義が該 当す る年代 を通 じて変化 してきたのは、デザ インが経済、テクノ
ロジー、芸術、そ して政治 との密接な結び付 きにず っと依存 してきたか らであ り、それはデザイ ン
の本来的な複合領域性をも示 している。けれ ども、20世紀末までに、デザインの主 な責務は 日常生
活 を背景 とした意味の生成 と反映であることが明 らかになっていた。80年代に遡 るとこのことは 自
明なこととは言えなかった。
　前回の著書ではデザイ ンと文化 という二つの主要 な概念に関する有効で役に立つ定義や枠組みを
与 えられなかった。 これ らは相変 わらず困難な作業であ り、二つの概念は共に時 を経て相当に変化
し、異なる人々が異 なる時期 に異 なるや り方で定義 している。けれ ども、試験的にではあるが、定
義するために言及すべ き役に立つ特徴がある。例えば言語学的には 「デザイン」 とい う言葉 は、そ
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の明らかな(か つ誤解 を招 きやすい)語 源であるイタリア語の`disegno'とフランス語の`dessin'
か ら、動詞的　`to　design'にも名詞的`design'にも両方に用い られ、後者は前者の直接の結果で
ある。それによって、デザインという言葉 をプロセス として、あるいはそのプロセスの結果 として
もどち らにも自由に曖昧に使 うことができる。従ってこの研究の経過か らみて も、「デザインす るこ
と」 と 「デザイン」の両者 を、そ してそれ らと文化 との接点 を議論することが重要であろう。意味
におけるこの二重性がこの概念に特有の豊か さを内蔵させている。「文化」 という語はさらに定義が
困難であ り、極めて多 くの異なる事柄を示すことがで きる。基本的な意味 としては、多 くの人が最
も偉大な人類の成果 と考えている価値の高い非常に美的な活動、歌劇、詩歌、演劇、純粋美術 など
を指すのに用い られ る。人類学的 な意味ではよ り簡潔に 「生活様式」 を表 している。興味深いこと
に、「デザイン」 と同様に 「文化」 という語 も、 「成長」や 「養育」 という観念に結び付 く動詞的な
意味の語源を持つ。近代ではこの言葉はそれ らの活動の結果 を指す名詞 に変化 している。デザ イン
と文化 とい う二つの語を直接につなげる とそれ らの複雑 さを増幅 し、お互いに興味深い影響 を及ぼ
す。例えば、デザインの文化 に対する関係は 「高い」文化、「ポピュラー」な文化 どちらの場合で も
重要である。実際、 この著書の中で もこの二重性 は重要 な主題を構成 している。モ ダン ・デザ イン
思想 を支える高潔な理想主義 と、文化的 「差異」の重要性 を信奉するポス トモダ ンの価値相対的な
アプローチの問の緊張は、この時代 における支配的なテーマの一つであ り、最 も激 しいデザイン論
議 を触発 していると考えられる。デザインはこの緊張を視覚的、物質的に具体化 している。
　本書の構造 は20世紀を通 じて発展 して きたデザインの複合的な状況 を反映 してお り、本文で は変
化 を写す鏡 として、 またその動 因でもあったデザインの道筋 を強調 している。デザイ ンと物質文化
に関す る他の多 くの考え方は、それ らが基本的に 「例証的[illustrative]」な役割 を演 じていると見
なしているが、 この研究ではデザインが社会 と文化における 「構成的[formative]」機能 を持つ と考
えている。視覚的、物質的言語 とそれ らが内包する思想的価値、意味 を通 じてデザイ ンは複雑 なメ
ッセー ジを伝 えることがで きる と信 じられ る。それ らのメッセージは取 り交わ され、変容すること
もあるが、無視 されて しまうことは考え難い。 この意味でデザインは現実に文化が構成 されてい く
ダイナ ミックな過程の一部なのであ り、その過程の単なる反映なのではない。
　 もし消費文化がデザインを必要 としていたとす るなら、それを可能に したのは技術の進化である。
工業生産モデルを発展させた一・要素 としての分業 によって、 プロセス として誕生 したデザ インは、
技術 のメッセー ジを社会文化的領域へ と伝 える。デザインは、例えばその本質的な合理性な どの工
業生産の哲学的基盤 と、生産素材の文化的メ ッセー ジを消費の世界 に転移 させる媒介 となる。第1
部、第2部 の2番 目の章は技術文化 とデザイ ンの関係 に焦点 を当てている。生産技術 と素材 を特定
することにおいてデザイナーは製品やイメージの生産過程 における鍵 となる役割 を果たす。デザイ
ンは本質的に 「デザイニ ング」が社会文化的概念 「デザイ ン」へ と変換 される過程 であ り、生産 と
消費の橋渡 し役 となる。素材はこの状況 において特別の意味 をもっている。それらが 「デザインさ
れ」、物質的な 「何 か」 になるまでは文化的な内容はほ とんど無い。消費 と使用の段階では必然的に
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変化するという事実にもかかわらず、素材 を操作 し複合 的意味 を創造す ることがで きるデザイナー
はこの点において絶大な力をもつ。
　第1・2部 の3番 目の章では生産と消費の世界か ら、 この2つ の隔たった領域の橋渡 し役 を基本
的な機能 とするデザイナーの世界へ と向か う。 ここでの意図は彼 または彼女 を(大 抵 は男性 である
が)英 雄的な単一の像 として示唆することではない。む しろ抽象的概念であるのと同様にデザイン
が実践で もあるとい う事実 を示す ことであ り、その実践の文化的背景はよ り大 きな構造の一部であ
る。デザイ ン実践は常 に断片的な拡が りをもち、深い亀裂とともに専門家の領域に分断されている。
例 えばファッシ ョンデザイナ 一ーと自動車デザイナーは常 に異 なった宇宙に住 んでいる。 またデザイ
ン実践 は何時で も経済的、技術 的、政治的、文化的潮流の中で機能 しなければな らず、その潮流に
適合す るため常 に動 き続ける標 的で もある。けれ ども20世紀の専門的なデザイン実践 は2つ の主要
な源流か ら生 じてお り、その事実 によって、い くつかの専門分化 したデザ イン分野に共通の領域 も
常 に存在 して きた。モ ダン ・デザ インの一方の側面 は商業的伝統が源流である2次 元のグラフィッ
ク広告、および多様 なディスプレイや 「スペ クタクル」の中に見 られ、明 らかな消費促進を広範な
方法で手がけている。 もう一方の側面 は建築家の仕事の延長 として登場 し、彼 らは視覚的、物質的
環境全体 を操作可能で世界 をよ り住みやすいものにで きると信 じていた。これ らの章は、 この2つ
の伝統 とそれが生み出したデザイ ン実践の辿った複雑で重層的な進化の道筋 を記録 している。 また
20世紀の文化生活 に対するデザ インの最 も有力な貢献である 「デザイナー ・カルチャー」の出現 と
展開についても明 らか にした。それは純粋芸術 との繋が りをデザインが維持するとい う、あるレベ
ルにおける市場の必要性 に基づいている。それによって高い文化的意義 に満ちたデザイ ンの製品群
を、市場 における他のあ りふれた商品 と区別することができる。最 も重大なことは、文化への この
戦略的な関連付 けが、商品の 「デザ イン」 とい うコンテ ンッを顕著 にで きるこ とだろ う。それは
「無名の」製品 より高価格を要求するために、マーケテ ィングまたはブランド操作上のデザイナー名
との結び付 きという形で頻繁 に行われている。
　 第1・2部 の4番 目の章では1900年以降のデザイン実践 を支えている思想 と言説に焦点を当てて
いる。そこではモダニズムが中心 となるが、60年代 に始 まるその終焉期 さえ、それが支配的な期間
と同 じくらい長かった。モダニズムは、1900年か ら1939年の問に生まれデザイン実践の基盤を形成
した観念の集ま りとして、 また美的な理想 として新世代のデザイナーや第二次大戦後 に 「モ ダン」
を追求 した多 くの国々に影響 を与 えた。最後 に、中で もその理想 を最 も完全に具体化 した美術館、
教育機関 といった文化的制度がモダニズムの衝撃 を最 も強 く受けたことを分析 した。一方、「モダニ
ズム」の概念、 あるいは消費者 としての大衆に体験 されたむ しろ複合的な 「モダニテ ィ」は20世紀
の問に膨大な人々の 日常生活 に重大な影響 を与 えた。デザイ ンされた製品やイメージは大衆が 「モ
ダニティ」へ接近するための鍵 となる役割 を果た した。
　 第1・2部 の最後の章では、手がか りとなる背景 と言説 を位置付 けた後、権力 を持 った政治的、
経済的集団、特 に国家 と企業が アイデ ンティテ ィを定義、表現 し、それ らの集団 自身に権力 を与 え
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るためにデザ インを利用する方法 を主題 とする。この ような関係 においては、国際的なモダニテ ィ
の観念を具体化、表現するデザインの能力は特 に意味が大 きい。けれ ども、近代化戦略 としてデザ
イ ンを利用す る国家や企業が、その固有 の特徴 を反映するために地域的な変異 を開発す ることは明
らかである。 これらの章では政治的、商業的 目的を問わず、 アイデ ンティテ ィを形成 し表現するデ
ザインのパワーを例証する。また、市場 において個々人が関わる階級、ジェンダー、民族性 といっ
た文化的に成立 したカテゴリー群の典型的特徴 を構築 し提示するデザインの能力 にも触れる。
　 これ らの10の章 は、文化 との関係 についての重要なパースペクテ ィブによってデザインの見取 り
図を与 え、その複雑 な関係の異 なる側面 を記述する。これまで見て きた ように、「デザイ ン」 と 「文
化」はともに複雑な現象である。けれ ども、20世紀におけるそれ らの関係の中心 にあって、この研
究 を統合す る一つの概念が もしあるとすれば、それは 「アイデンティティ」かまたは 「アイデンテ
ィテ ィーズ」の概念である。個人やグループが 自分 自身を確立する手段 として、マスメディァに依
存する傾向は現代生活の中心 となる特徴である。20世紀 を通 じて、地域の コミュニティとの交渉は
どん どん減 って、 ます ます、 メデ ィアを通 じて価値 は伝 えられるようになった。大量生産、大量消
費の一つの重要 な動因である工業生産 との必然的な関係 と、その結果 として大量 にばらまかれる製
品、イメー ジ、サービスにお けるその存在 を通 じて、デザイ ンは伝達 される全 てのメッセージの中
心要素 となった。マーシャル ・マ クルーハ ンのマスメデ ィアに関する分析を拡張すれば、「メデ ィア」
だけが 「メッセージ」なのではな くて、そのメデ ィアのデザインこそメッセージなのである。 この
文脈で決定的なのはメ ッセージが読まれた り取 り交わ された りす る方法はデザインが決定するとい
うことである。デザイ ンは20世紀後期 までにますます偏在す るようになり、個人や集団が 自身 を明
確 にする仕方 に影響を与える役割 を演 じることで、 メディアそれ 自体 より重要 になったことはほぼ
間違いない。言い換えれば、メデ ィアによる生活様式への参照が最 も重要なメッセージの伝達方法
になったのである。
　 デザインは基本的に消費の領域(全 てではないが)に おいて、それ 自身 を視覚的、物質的に表現
する。また消費者の選択 を支える 「嗜好」の作用 を通 じてそれは選択 される。けれ どもそれは同時
に表現 として また物質性 として作用することができる複雑 な言語である。デザイ ンに対するこうし
た考え方はアイデンティティ形成におけるその役割を優先 させ る。文化批評家のグラン ト・マクラ
ッケ ンの言葉 によれば、「消費物資無 しでは、我 々の文化において確かな自己定義や集合的定義 を行
うことは不可能だろう2)O」個人やグループが多様であるだけ、それに関連するそ うした定義 も多数
か ら成 ることは明 らかである。 とは言 え、20世紀に登場 した多 くの重要で包括的なアイデンティテ
ィの内で も注 目すべ きものを私たちは 「モダン」 と呼ぶ。 シンプルで装飾が無いな どのモダニス ト
によって開発 された視覚的型式は 「モ ダン」を認識する一つの方法である。 しか し、「モダニティ」
の定義は、技術 的に洗練 された製品か ら女性 の公共的空 間への進出 まで、モダ ンライフが提供すべ
き全 ての生活様式へ専念 したとして も、その範囲を超 えている。明 らかにその体験は個人やグルー
プの置かれた階級、ジェンダー、民族の気 まぐれな状況 に応 じて変 わる。デザイ ンはモ ダニティと
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いうあらゆる人々自身のブランドに対する仲介役 となった。
　20世紀の前半には 「デザイ ン」 という語 は 「モダン」デザ インと同義 として理解で きたが、その
「モダニテ ィ」が問題視 されるに従って、その特質は変化 し、ある場合には 「モダン」 は歴史的スタ
イルの適用 として表現 されるまでになる。世紀の後半には、最近出現 した多元的文化 を表すのに本
書で も使 う 「ポス トモダニズム」 という包括 的用語 によって特徴付 けられるより込み入 った状況が
現れる。異論は有るが、ポス トモダニテ ィの中では、デザイ ンはよ り統合 された役割 をもったので
あ り、その存在その ものが、ポス トモダンの 「条件」の1つ の前提 となっている。 けれ どもある レ
ベルでは、ポス トモダニテ ィをもって しても、デザイ ンの探求 と 「モダニティ」は引 き続 き結び付
き、それ らを切 り離すことは非常に困難であ り続けた。
　 この本は理論的文献のい くつか によっていて、80～90年代 に出現 した 「消費の文化」 という主題
に関連する一群の文献にそれ自身を位置付 けている。同 じ期間に展開 したフェ ミニス トの思想 も強
い影響 をもっている。そ して1986年に出版 された2つ の文献 に特 に恩恵 を受けている。最初はア ン
ドレアス ・ヒュイセ ンの"After　the　Great　Divide:Modernism,　Kla s　Culture　andPostmo(1erη∫sm"
である。この本の中で明確 に述べ られている考えは彼 自身の研究の直接 の焦点ではなか ったので、
それ程、強調 されていた訳では無かったが、デザイ ンに直接関連 していると考えられ る。2番 目の
著書、1970年に最初 に書かれ、80年代中頃に英訳 された ピエール ・ブルデューの"Distinction:A
Social　Critique　of　the　Judgment　ofTaste"(ディス タンク シオンー社会的判断力批判)も 、デザイ
ンと文化の研究に重要な枠組みを与えている3)。この著作では、デザイ ンを社会文化 的構造の中に
位置付 け、ソーステ ィン ・ヴェブ レンの19世紀の革新的思想 を何段 階 も発展 させた。 ブルデューの
著作における多 くの題材 は現代の ものであ り、 また、フランスの事例 に限定 されていて、近代社会
と文化 の形態や活力が嗜好の成長 によって支 えられているとい う主張 は依然 として充分 に認知 され
ているとは言えない。それは最近 まで歴史家や理論家が余 りにもポス トマルキス ト思想 に取 り付か
れていて、消費に対する生産を優先 し過 ぎたためである。ブルデューの思想は、デザ インに関する
ほ とん どの考え方 を従来支配 して きたモダニス トの枠組みに挑戦するのを助ける。
　86年の旧著 に比べ て、本書 はより意欲的にデザイ ン活動 と対象の範 囲を拡げようと試みた。プロ
ダク トデザインに対する焦点は基本的に同様であるが、必要 なところではファッション、 グラブィ
ック、インテリア、環境、そ してバーチ ャルデザイ ンを含む領域 にもよ り努力が払 われた。これは
単に包括性それ 自身のためによるものではない。それはむしろ、専門的な実践 と思想のモー ドは20
世紀 を通 じて1つ の領域か ら他の領域へ移 り、消費者 とユーザは、生産企業がするようにはデザイ
ンされた製品やイメージを分割することがなかったことを著者が理解 したか らである。専門化 した
デザイ ン領域 に生 まれた思想は、時 を経て他 の領域へ影響を与えるために伝わっていった。例えば、
ファッションデザイ ンで 「アイデ ンテ ィテ ィ」が果た した役割は世紀 の初頭にインテリアデコレー
シ ョンの世界 に組み込 まれていき、続 く90年代 には 自動車デザイ ンの世界 でも役 目を果たすように
なった。同様 に、20世紀初頭の店舗 ウイン ドウ ・デ ィスプレイに見 られる 「スペ クタクル」の強調
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は、30年代 にイ ンダス トリアルデザイナーの手 によってその対象 自体へ と移転 していった。 また、
長い間、中で も陶器、ガラス、テキスタイルな どの装飾美術 と消費者が もってきた美的な関係 は最
終的にコンピュータで生成 されるイメー ジに移植 された。 これらは、歴史的文脈の中で、ジャンル
の範囲を超えてデザインを考察することによって得ることので きた若干の洞察に過 ぎない。
　 けれ ども最 も重要なことはこの本では旧著の史実化の傾向を避けることができたことである。旧
著 は80年代初期のモダニス トによる文献の支配に明 らかに影響 され、時 にかん高いそれ らの主張 に
対す る抵抗 の努力 にもかかわ らず、ある程度 はその レ トリックと還元主義的傾向を知 らず知らず に
複製 してしまった。カルチュラル ・ス タデ ィーズやメデ ィア ・ス タデ ィーズの分野が成熟 し、最 も
広い意味でのポス トモダン思想の影響か ら、それら全ては変化 した。デザイ ンは固定 した定義や意
味、単一・の従 うべ き理想的な道 をもつことは無かった し、 これか らもそ うあ り続けるだろう。 この
ことは今になってよ り理解 し易 しくなった。 むしろデザイ ンは常に変形 し続け、実践の集合の中に
反映する概念であ り、変化する思想や言説 とい う幅広い コンテクス トは、その概念 の変転するパラ
メー タに影響 を与 える。 もしデザイ ンの言説が進展で きる とすれば、その過去を決定 してきた高い
レベ ルでの相対主義、プラグマティズム と文脈化 を理解す るものでなければならず、それ らは疑 い
無 くその未来にも影響 し続 けるだろう。消費、 ファッシ ョンシステム、あ らゆる種類のアイデンテ
ィテ ィ、そ して工業的、工芸的を問わず生産か らの、またその制御が及ばない より広範な思想や言
説か らも同様 にデザイ ンは影響 され続ける。デザインの未来は他の全ての もの と同 じく、過去か ら
の重大な影響 を受け、不断に動 き続ける標的である。結局、デザイ ンとデザイナーの姿は常に描 き
直 され続ける。従 って、色彩は常 に変化 を止めないだろうし、この本にで きることはそのスケッチ
を示すのみである。
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